


平和があって登山がある、仲間とともに前に進もう !  

２・１４～１５ 労山 第３７回総会を開催 

 

＜議事提案報告＞ 

日本勤労者山岳連盟の第 37 回総会が、2026 年

2 月 14 日(土)～15 日(日)に、都内・市ヶ谷ビジ

ョンセンターにて開催され、代議員定数 74 名の

ところ 58 名（委任状 8）のほか、来賓、役員、

幹事、傍聴者など約 90名が出席した。 

総会には 3 つの議案が提出された。 

第 1 号議案＝2025 年活動報告と 2026 年活動

方針案、第 2 号議案＝各会計・2025 年度決算と

2026 年度予算案、第 3号議案＝連盟費の改定

（会員一名、１か月 130円から 100 円への値下

げ）。  

議長には、福岡県連・荒木辰彦さん、大阪府

連・高橋明代さん、栃木県連・池谷友夫さんの

立候補 があり 3 人が議長団を務めた。 

このうち、第 1 号議案では、川嶋理事長から 

2025 年度活動と 2026 年度方針、主な行事日程

が報告・ 提案され、それを受けて各代議員から

も各地の取り組みの報告が行われた。 

 

 

 

 

 

＜主な議論・報告・採決＞ 

主な議論は役員選考規定の改定をめぐる規約

の関係性について、規約と規定や細則との整合

性に集中した。 

今回の改定は理事会の執行業務に関わるもの

の改定であるとの判断だったが、執行部のまと

めとして、規約・規定・細則の矛盾を整備して

次回の総会に再提案することになった。 

また、第 3 号議案の連盟費の改定について

は、値下げせずに安全対策基金や各講習会など

の活動費にあてたほうが良いとの反対意見もあ

った。執行部は、値下げした連盟費の使い方

は、全国で集めて地方に再配分するより、値下

げした分を地方連盟で自由に使ってもらうのが

いいのではと説明した。 

 地方連盟の活動報告は、初日に北海道から順

番に 10地方連盟が報告、2 日目に和歌山県連を

皮切りに 10 地方連盟の報告が発表された。 

 議案はすべて賛成多数で可決された。1 号議案

は保留 0、反対 0、賛成 48。2号議案は保留 3、

反対 6、賛成 45。3号議案 保留 4、反対 11、

賛成 42。※数には委任状 8 を含まず。

市ヶ谷ビジョンセンターに集まった全国の仲間たち 



＜新役員選出＞ 

 総会の役員選出では、執行部提案の役員が全員信任された。この結果、新たな会長に赤間弘記さん

（宮城・朋友会）、副会長に長水洋さん（道央・札幌登攀倶楽部）さん、理事長兼任だった事務局長に

八木澤昌通さん（栃木・宇都宮ハイキングクラブ）が就任した。また、全国理事に岸岡寛さん（兵

庫・神戸クライマーズクラブ）、片山博之さん（徳島・徳島勤労者山の会）が新たに就いた。なお、労

山基金運営委員会の 9名の委員も全員信任された。 

 

第３７期役員 

役 職 氏    名 地方連盟 所 属 団 体 

会 長 赤間 弘記 宮 城 朋友会 

 今村 正一 鹿児島 鹿児島勤労者山岳会 

副会長 長水 洋 道 央 札幌登攀倶楽部 

 渡邊 健治 岩 手 盛岡山友会 

 

理 事 長 川嶋 髙志 東 京 神楽坂アルパインクラブ 

理事長 石川 昌 千 葉 船橋勤労者山の会 

（３） 臼井 邦徳 東 京 渓嶺会 

 今野 善伸 栃 木 野木山想会 

事務局長 八木澤 昌通 栃 木 宇都宮ハイキングクラブ 

 

理 事 

（20） 

 

欠員１名 

 

浅瀬 和人 石 川 めっこ山岳会 

阿部 哲也 香 川 さぬき山歩会 

安東 仁志 道 央 札幌中央勤労者山岳会 

石川 友好 東 京 大田ハイキングクラブ 

宇田川 道恵 埼 玉 大宮勤労者山岳会 

大杖 哲司 兵 庫 メラピーク KOBE 

大和田 英子 東 京 神楽坂アルパインクラブ 

加治 郷子 岡 山 クラブ MONTATA 

片山 博之 徳 島 徳島勤労者山の会 

三瓶 健 神奈川 山岳素行童人メーグリ家 

岸岡 寛 兵 庫 神戸クライマーズクラブ 

清野 嘉樹 青 森 弘前勤労者山岳会 

田上 千俊 東 京 八王子おおるり山の会 

竹本 幸造 静 岡 清水勤労者山岳会 

平尾 繁和 京 都 田辺山友会 

山本 尚徳 千 葉 かがりび山の会 

山本 裕之 道 央 札幌北稜クラブ 

吉川 幸一 愛 知 名古屋山岳同志会 

吉永 直樹 福 岡 山岳チーム 風はるか 

   

 田村 廣史 東 京 ポレポレ倶楽部山の子 

渡辺 三男 神奈川 相模アルパインクラブ 

 



 

■ 遭難対策部 アイゼンの引掛けやストックが雪

に沈みバランスを崩す事故 

1 月 31 日までに届いた事故一報は、2025 年の 4 件(4

名)と 2026 年の 16 件(17 名)の 20 件 21 名。2025 年の事

故件数は 392 件、事故者数は 400 名となり、何れも 1995

年(30年間)からの統計上で過去最多となった。 

事故の概要は、登山時報春号でお知らせしたい。今月

の事故原因は、転倒が 7名、転・滑落が 3名、体勢が 1名、

落氷が 4名、その他が 6名。登山形態は、無雪期が 6名、

積雪期が 5名、登攀が 1名、氷瀑が 5名、人工壁が 2名、

山スキーが 1 名、山スノーボードが 1 名。傷病名では、骨

折が 10名、打撲が 3名、裂傷が 2名、捻挫が 1名、挫傷

が 1名、損傷が 1名、凍傷が 1名、その他が 2名。年齢で

は、30 代が 1 名、40 代が 3 名、50 代が 9 名、60 代が 5

名、70代が 2名、80代が 1 名。原因は、下山中の転倒が

多くアイゼンの引掛けやストックが雪に沈みバランスを崩し

た事例が報告されている。 

今回は、氷瀑での落氷事故が多発した。複数のパーテ

ィーがいる場合は落氷に十分な注意が必要である。 

二子山で確保ミスが発生しグランドホールした事例、ロ

ープの流れた原因を調査し同様の事故を未然に防ぐ対策

をお願いしたい。         (遭難対策部 石川 昌)  

■ 海外委員会  海外委員会報告 

交 2 月 15 日全国総会終了後に今期第 1 回目の委員

会を行った。 

今年 11 月 28 日（土）～29 日（日）に開催予定の『海外

山行交流集会』に向けて、2025年度に提出された海外山 

 

行計画書の中から数件を選び、調査用紙を送る事とした。 

メインの講演者については数名が候補として挙がった、

次回以降に持ち越しとなった。 

五十畑委員が退任する事となり、埼玉県連から 1人、委

員として活動してもらえる方がいるので理事会に承認を求

め要請してもらう。また、引き続き海外委員として活動して

くれる方を募っていく。 

これまで海外委員会は毎月『第 2火曜日』に開催してい

たが、次回 3月からは『第 4月曜日』に変更する。 

全国連盟に提出される海外山行計画書の様式を、統一し

た書式にして行くように図っていく事などを話し合った。  

                  （海外委員会 清野嘉樹） 

■ 労山基金運営委員会  

2025 年度労山基金の加入状況 

 個人加入者数は 14,957 名で、会員数に対する加入率

は 93.1％でした。労山基金の寄付金は、個人と団体を

合わせて 5668 万 1100 円（前年比 277 万円の減）とな

った。基金交付件数は 291 件の 296 名で、交付金額は

3768 万 0748 円（前年度比約 128 万円の増）でした。 

 寄付金総額に対する交付率は66.5％となり前年と比

べ、交付率は 5％増えて 65％を越えて収支は危険水域

に入っています。登山活動が活発化した昨年度と比べ

てさらに事故が増えた一年になりました。25 年の収支

状況は収入の部が寄付金・受取利息・その他を含め

6032 万 5993 円、支出の部は交付金支払い・事務経費

の合計が 6405 万 0668 円となり、約 372.5 万円の赤字

となりました。  （労山基金運営委員 今野 善伸） 

2026 年度 全国規模の集会・会議予定 

 

機関会議・集会 第 37 回全国総会 ２月 14 日～15 日 東京・ビジョンセンター市ヶ谷 

 全国遭難対策担当者会議 ７月４日～５日 東京・全国連盟事務所 

 全国自然保護担当者会議 11 月 14 日～15 日 近畿地方 

行事・集会 第 40 回全国雪崩講習会 １月 30 日～２月１日 長野県・栂池高原 

 全国ハイキング交流集会 ６月 13 日～14 日 石川県 

 全国組織拡大 経験交流集会 10 月３日 東京・全国連盟事務所オンライン 

 全国海外山行交流集会 11 月 28 日～29 日 東京・全国連盟事務所 

国際会議・集会・行事 アジア山岳連盟（UAAA）年次総会 ７月 日 中国・重慶 

友好山岳団体との 全国山岳遭難対策協議会 ７月 日 東京・文部科学省 

共同の集会・会議等 第 10 回「山の日」記念全国大会 ８月 10 日～11 日 岐阜県高山市 

 部・局・専門委員会の活動 
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件数 事故発生日 地方連盟 年齢 性別 山名 山行形態 事故原因 事故状況 傷病名

1 2025/12/28 兵庫県 75 男性 摩耶山 無雪期登山 転倒
摩耶山から下山途中、落ち葉に隠れた木の根に気づかず、前

のめりに転倒しその際左手をついた。
左手小指第三節骨　骨折

2 2025/12/31 東京都 45 男性 天狗原 山ｽﾉｰﾎﾞｰﾄﾞ 木に衝突

小屋にて荷物を整理後、PTメンバー8名の内、3名が天狗原ま

で登り、間隔をあけ順番に滑走。1965m付近の雪面を滑走

中、立木の間を抜けようとしたところ、滑走ルートがずれ、

立木に胸部を強打。胸部に痛みはあるが、自力で小屋まで下

山。

骨折（肋骨）

3 2025/12/31 佐賀県 86 女性 坊ケつる 無雪期登山 転倒
長者原から雨ケ池経由のコースを登っていた所、坊ケつる手

前50m程の所で転倒し、左胸を岩にぶつけ強打した。
左脇助骨骨折

4 2025/12/20 福岡県 70 女性 戸田山 無雪期登山 転倒
下山後駐車場に向かう途中、JR海老津駅の連絡通路のスロー

プを下る途中、尻餅をつき、腰の一部の骨にひびが入った。
腰骨にひび

件数 事故発生日 地方連盟 年齢 性別 山名 山行形態 事故原因 事故状況 傷病名

1 2026/01/02 東京都 43 男性
赤岳麓

柳河南沢
氷瀑 落氷

アイスクライミングの待機中、他パーティの落とした氷を受け

て負傷。
上あご骨折・左ホホ裂傷

2 2026/01/03 神奈川県 52 男性 人工壁 転・滑落 ボルダリング中に不意の転落により腰を痛める。 腰を痛める

3 2026/01/03 新潟県 31 男性 人工壁 体勢
クライミングの練習中に右手でホールドを握ってぶら下がった

際、無理な力が加わり受傷した。
右肩関節捻挫・頸部捻挫

4 2026/01/05 道央地区 65 女性 小柳峰 積雪期登山
圧迫によ
る内出血

下山開始後、深雪の中でかなり長時間の登山靴の圧迫によ

り、左足親指の痛みがあり、爪の変色を帰宅後に確認しまし

た。

左足親指の痛みと爪の変色

5 2026/01/11 道東地区 43 女性 恵庭渓谷 氷瀑 落氷

アイスクライミングエリアより上部の氷塊が崩壊してトップ

ロープクライミング中のクライマー及びビレーヤー、周辺に居

た人に氷塊が当たった。

右腕、右肘　損傷

6 2026/01/11 大阪府 64 女性 諭鶴羽山 無雪期登山 転倒 下山中、転倒して手を付いてしまった 手首２か所骨折

7 2026/01/12 埼玉県 52 男性 二子山 登攀 転・滑落

フリークライミングルートをトライ中にフォールし、ビレー器

具（NEOX）から何らかの理由でロープが流れてしまいグラン

ドフォールした。ロープが流れた原因は現在不明。

踵と肋骨の負傷ははっきりし

ているが精密検査待ち

2026/01/11 道央地区 51 女性 恵庭渓谷 氷瀑 落氷
氷瀑でのトップロープ登攀のメンバーをビレイ中、上部斜面か

らの落氷を受け負傷。
両足及び右手打撲

2026/01/11 道央地区 51 女性 恵庭渓谷 氷瀑 落氷
氷瀑でのトップロープ登攀のメンバーをビレイ中、上部斜面か

らの落氷を受け負傷。
右肩甲骨骨折

9 2026/01/10 岡山県 66 女性 明神山 無雪期登山 転・滑落

登山開始後40分、岩場の登りで足を滑らせて、滑落。

常設ロープに足が絡まり半宙づり状態で発見。補助ロープで

確保。救助要請をし、救助隊により救助。

擦傷、右膝裂傷（縫合）

10 2026/01/14 岡山県 61 女性 福山 無雪期登山 転倒

和霊神社の境内付近で木の根に躓きバランスを崩したとこ

ろ、付近にあった石の手水舎のようなものに顔の右側をぶつ

け、前歯が1本破折した。

前歯の破折

11 2026/01/19 埼玉県 56 女性 八甲田山 山スキー 転倒 BC上級ルートを滑走中、藪にスキー板を取られ転倒。
右膝挫傷・右膝靱帯損傷疑

い・右足関節挫傷

12 2026/01/18 兵庫県 52 女性 赤坂山 積雪期登山 転倒

山頂から1時間下山した急こう配の雪面で、雪が緩んでいたた

めストックが深く沈みバランスを崩して転倒した。転倒したと

き手からストックが離れず手首を強打し骨折した。

右橈骨遠位端骨折

13 2026/01/22 和歌山県 55 女性 赤岳 積雪期登山 凍傷

22日朝5時に赤岳鉱泉のBCを出発。文三郎尾根からピークをめ

ざしたが、稜線へ出たところで強風とホワイトアウトのため下

山。美濃戸口の小屋で、お湯に指をいれたら、指の色が変

わった。

凍傷

14 2026/01/10 福岡県 59 女性 宝満山 積雪期登山 その他
鎖場下降通過中に、上に居た同行者が下りてきた際、足で手

指を踏みつけられてしまった。
手指打撲

15 2026/01/11 兵庫県 62 女性 三峰山 積雪期登山 転倒

林道をアイゼンを付けて下山中、前爪を引っ掛けて転倒する。

その際に膝を地面に打ちつけた。計画書は会の安全対策委員の

受理印を用意してから送ります。

右膝蓋骨骨折

16 2026/01/24 東京都 55 男性 南沢大滝 氷瀑 転・滑落

南沢大滝の氷取り付き下緩斜面をアイゼンでトラバース中に滑

落。そのまま緩斜面氷とその下部の雪面を距離50mほど滑落し

雪面上で停止。

脛骨の下端関節面前衛の剥離

骨折

8

年齢 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 合計 形態 無雪期 積雪期 人工壁 山スキー 登攀 氷瀑 訓練 海外登山 合計

男性 0 1 1 3 0 0 0 0 5 男性 0 0 2 0 1 2 0 0 5

女性 0 0 1 6 5 0 0 0 12 女性 3 5 0 1 0 3 0 0 12

合計 0 1 2 9 5 0 0 0 17 合計 3 5 2 1 1 5 0 0 17

原因 転倒 転・滑落 虫・動植物 体勢 落氷 病気 下山遅れ その他 合計 傷病 骨折 打撲 裂傷 捻挫 凍傷 挫傷 損傷 その他 合計

男性 0 1 0 1 1 0 0 1 4 男性 2 1 1 1 0 0 0 0 5

女性 4 2 0 0 3 0 0 4 13 女性 4 2 1 0 1 1 1 2 12

合計 4 3 0 1 4 0 0 5 17 合計 6 3 2 1 1 1 1 2 17

年齢 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 合計 形態 無雪期 積雪期
山スノー

ボード
沢登り 登攀 氷瀑 訓練 海外登山 合計

男性 0 0 1 0 0 1 0 0 2 男性 1 0 1 0 0 0 0 0 2

女性 0 0 0 0 0 1 1 0 2 女性 2 0 0 0 0 0 0 0 2

合計 0 0 1 0 0 2 1 0 4 合計 3 0 1 0 0 0 0 0 4

転倒 転・滑落 虫・動植物 体勢 疲労 病気 下山遅れ その他 合計 骨折 打撲 断裂 捻挫 刺傷 挫傷 損傷 その他 合計

男性 1 0 0 0 0 0 0 1 2 男性 2 0 0 0 0 0 0 0 2

女性 2 0 0 0 0 0 0 0 2 女性 2 0 0 0 0 0 0 0 2

合計 3 0 0 0 0 0 0 1 4 合計 4 0 0 0 0 0 0 0 4

 

2025 年 12 月 20 日から 12 月 31 日までの事故報告一覧 

 

 

 

 

 

 

男女別・年齢層・形態・原因・傷病 

 

 

 

 

 

2026 年 1 月 2 日から 1 月 24 日までの事故報告一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別・年齢層・形態・原因・傷病 

 




